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I 目的

本県北部太平洋及び日本海北部漁場になける座棲魚族の時期別，深度別魚獲組成等移動状況等を

調査し当業船の指導K当ると共に底曳漁業の発展に寄与せんとするものであるo

H 調査の方法

1. 試 験船 東奥丸 3 8.3 5 トン b120PS

2 乗 組員 船長以下 1 0名

lis柑 41年 4月 1白

3. 胡:盆d同白一 一
企年12月 18且

4. 調盆海域

5. 漁具

E 調査経過

日本井手(青森県沖合)

1綬成機船底曳網 1ケ流

IJ!d和 4 1年 5片 14白

至全 4 2年五 }j3 1 Iヨ

東奥丸は前年度の座棲生物調変に引境き春季VC ::t~ける同調査を実施し 5 月 1 2日を以って春季底

曳調査を打切った。

4月 1日から 5月 12日までの春期調査忙なける操業日数は 14日で曳網回数は 51回を数えた

お総漁獲量はアプラザメを主体陀僅か t口45K9 (1曳網当り 16.9 K9)であった。

冬期間Vてなける底曳調査は 12月 27日より調査を開始したo 翌年 5月 3 1日までの期間中にない

て操業日数 2 3日曳網回数 ν?回(内曳網不能回数， 9回(内曳網不能回数 7回)織漁獲量は

1 2.6 1 4 K9 1曳網当り 13 7. 1 K9であったo

W 調査結果

本年度東奥丸による春季ミ冬季男11 月別操業日数，曳網自動漁獲量及び 1曳網当 b漁獲量は次

表のとなりであるが，春季と冬季の 1曳網当 b漁獲量をみてみると極端な差が示されている。

又冬季聞に沿ける 1曳網当り漁j菱重を目百年度と比較してみると本年度の 13 7. 11¥.9に刈し例年度は

1 5 2. 11.9で本年度は 1曳柑当 9 1 51.9程両年度ょ D少なくなっている。
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五ト¥と¥
} 

4 月 5 月 計

5月12日まで
操 業 回 数 1 2日 2日 1 4日

掛凱網( )内は曳
曳網回 不能回数 5 1回(1) 1 2田 6 3回(1)

漁 獲 高 9 6 11¥.9 84K9 1. 0 4 51¥.9 

1 曳網当 b漁 獲 量 1 9. 2~ 7.oK9 1 6.9K9 

コト¥L 1 2月 月 2 月 5 月 言十

操 業 日 数 1日 5 ? 8 2 3日

曳網回数 ( )内は曳
網不能回数

5回 2 0 (1) 3 8 (3) 3 8 (3) 9 9同(7)

漁 獲 高 4 8K9 5.7 6 9 3.9 日日 2. 8 9 7 12.614K9 

1曳網 当 b漁獲量 1 6.日1¥.9 3 0 3.6 1 1 1. 4 8 2.8 1 37.1 K9 

春季に辛子ける漁獲吻の主左魚極組成をみてみると，アプラウノザメが34oK9 (3 2.5%)で首

i立を占め，ハタハタ.119K(11.4%)カレイ類 119K (1 1.4%). スクソウ 10 oK9 

(9. 6 % )エイ 88 K (8.4%)平目 4619 (4.4 % )昼サメ 27K9(2.6%)その他と左ってい

る。

冬期(/Lt ける漁獲物の主左魚種組成としてはアプラウノザメ 7.9 1 7 K9 (6 2. 8弘:マダラ 2.372

K9C18.8<Jも)ハタハタ 65. 5 K9 C 7. 7 % )スクトウ 44 7. 5 K9 (3. 5 % )その他と左つてな 9.

とれを前年度と比較してみると，アプラツノザメが前年度の 94 %.でマダラは 77%. スクトウ

は 88%で何れも 10%--2 0%程度少念〈在っているおとれ等に代ってハタハタの漁獲が前年

度皆無だったのに比べ本年度は 65 5.5 K9漁獲された。

V 考察

本県日本海沿岸の深浦，鯵ケ沢両地区にかける沖合底びき網漁業の現況は深縛，鯵ヶ沢両地区経

営形態の点(/Lt いて大きま違いが見られている。

即ち深浦地区(/Ltいては底びき漁業の開始当初ょ 95人組. 7人組と組識を作って漁船の建造から

漁具の整備まで共同出資κ依 b本漁業が行われ各々出資者がその乗組員となって利潤の配分が行わ

れているため揚在のととろ余b間起が念いのであるが鯵ケ沢地区にかいては最近乗組員をやめて出

擦に1iくものがき長くな仏説伍 6人--7人で操莱する段i諸にいたっているo又，深浦，鯵ク沢地区

共(/Lj怠びき船が大型化してきてなD使点する漁具(ロープ頚)も太いものを使周しているにかかわ

らず，とれとは逆に乗組員も老齢化してきているために業者閣に沿いても省力化が真剣に考えられ

ている。塊在，躍参ク沢地区l底曳i!I合は省力化の 1段11皆としてドラムの前方にオートローラー(自動ス

テ収b機〉を設けて操業しているお今後は更に蛸取タのロープをコイルKするロープ処理機の試
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験を実泊するべく， 白下考慮中である口

ζ の漁業tてないては，老令化不忌化している労働力の塊状から省ブJ化が望まれる抗最も適切な漁

具漁法の改善研究が今後の研究課題となろう。

オートローラ取付図
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